
もうすぐひなまつり 

親指姫とチューリップ 

フルーツバスケット 楽しいね 

ヒヤシンスの球根 

 

2月 26日（月） 

いろんな発見にときめいて 

休み明けの保育園は 

新しい発見にあふれています。 

木々の芽吹きも感じられる様になってきたこの時期は 

保育室も園庭もなんだか春風が吹き抜けるような心地よさ。 

「みてみてほら！」と明るい声があちらこちらから聞こえてきます。 

みんなが作ったひな人形は、今日もみんなを静かに、そして 

優しく見守ってくれています。 

自分がお雛様に変身した子もいましたよ～！似合ってる  

「きょうもみんなでやってみようよ！」 

誰かの声に帽子をかぶり始めたみんな。 

白い帽子→ぎゅうにゅうチーム  オレンジの帽子→みかんチーム 

           どちらにするかは自分で決めます。 

            

全員動くときの合言葉は「みかんぎゅうにゅう！！」 

           意外と静かに、そして周りの子の様子を伺いながら 

           動き出すこどもたちです。 

アンデルセン童話 

「親指姫」の紙芝居を読んだ後 

こころぐみさんが植えた 

チューリップの様子を 

みんなで見に行きました。 

 

「はっぱのコップ」に 

雨粒がたまってキラキラきれい。 

                         濃いピンク色のヒヤシンスの花は 

                         そろそろおしまいかな？ 

                         球根部分をみんなで植えてみよう。 

                         こうしておくと 

来年また咲くんだよ。 

 

「あっ！ここからヒヤシンスの芽が出ているね」 

「踏まないようにみんなに教えてあげよう」 

ちいさな春、たくさんみつけたね！ 


